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研究成果の概要（和文）：本研究では，「かわいい」という語を「対象に接することで個人内に生じる感情」と
して捉え，それがもたらす効果を実験や調査で明らかにした。その結果，幼児顔には接近反応が生じる，かわい
さを判断しているときには美しさを判断しているときよりも笑顔になる，高齢者は見た目よりも関係性からかわ
いさを感じる，といった知見が得られた。また，新たに開発した多変量解析アルゴリズムにより，その人にとっ
てよりかわいいと感じられる対象（形や色）を作成できるようになった。

研究成果の概要（英文）：This research conceptualized the popular Japanese word "kawaii" (often 
translated as "cute" in English) as an emotion that occurs when one encounters an object. Various 
experiments and surveys were conducted to examine how this emotion affects peoples' feelings and 
behavior. The results showed, for example, that people had a behavioral approach tendency toward 
infant faces, that the facial smiling muscles were more activated when one was evaluating a face in 
terms of kawaii than in terms of beauty, and that elderly people saw an object as kawaii not because
 of its appearance but because of its relation to them. Moreover, a new multivariate algorithm was 
developed to produce a personalized object (e.g., shape, color) that was seen as having a greater 
level of kawaii for that person.

研究分野：実験心理学

キーワード： 実験系心理学　感情　感性　心理生理学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「かわいい」を愛好する文化は日本で発展したといわれるが，日本にかぎられる現象ではない。今回実施した国
際比較調査で，「かわいい」に類する感情は世界中で認められ，好意的に捉えられていることが確認できた。か
わいさの知覚やそれがもたらす感情について，文化論を超えた科学的アプローチを行うことにより，国際的に通
用する研究テーマとなる。本研究の成果は，「かわいい」感情を用いて，日常生活のストレスや不安を改善する
トレーニングにもつながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 「かわいい（kawaii）」は，日本のポップカルチャーを代表する言葉として世界中に広まって
いるといわれる。「かわいい」文化が日本で誕生し発展した経緯については，これまでにも数多
くの考察が行われてきたが，そのほとんどが日本の特殊性を強調した文化論であった。これに対
し，研究代表者は，心理学・行動科学の立場から「かわいい」の 2層モデルを提案した（入戸野, 
2009; Nittono, 2016）。「かわいい」は，保護や見守りといった社会的動機に関連したポジティ
ブ感情であり，文化によらない生物学的な基盤がある（感情としての「かわいい」）。この感情を
社会的に許容する文化的背景があったために，日本では「かわいい」文化が発展した（価値観と
しての「かわいい」）。このように，「かわいい」を 2層構造として捉えることで，実証的な研究
が可能となった。 
 「かわいい」に関する心理学は，もともと Lorenz（1943）のベビースキーマ（Kindchenschema）
の枠組みに基づき，幼児に対する保護や養育という文脈で研究されてきた。しかし，ここ数年，
「かわいい」をもっと大きな枠組みで捉えようとする動きが海外でも進んでいる。Sherman & 
Haidt（2011）は，かわいいと感じることは，保護や養育に直接関係するのではなく，社会的交
流を促進する役割があると提唱した。また，Nenkov & Scott（2014）は，海外の研究で初めてベ
ビースキーマ以外の「かわいい」の側面「面白さ（whimsicalness）」に注目し，そのようなかわ
いさは，他者への配慮ではなく，自己の甘やかしを促進すると論じた。このように「かわいい」
の心理学は 70年ぶりに大きな転換期を迎えている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，かわいいと感じることが心理と行動に与える影響を検討することを目的とした。
「かわいい」を対象の属性ではなく，対象に接することで個人内に生じる感情と捉え，接近動機
づけを伴う社会的なポジティブ感情であると定義した。「かわいい」感情の特徴を明らかにする
ために，身体性（笑顔）との関係や向社会性に及ぼす効果を検討した。また，「かわいい」の研
究で利用できる刺激を作成した。さらに，「かわいい」概念の世代や文化による違いを調べた。 
 
３．研究の方法 
(1)幼児顔に対する接近動機づけの検証 
 刺激に対する接近-回避の行動傾向を測定する潜在連合テスト（マネキン課題）を用いて，か
わいいものの代表である幼児顔と接近動機づけとの関係を検討した。また，幼児顔（vs. 成人顔）
と丸みを帯びた形状（vs. 角のある形状）との結びつきを潜在連合テストで測定し，幼児顔のど
のような属性（顔であること，丸みを帯びていること）が接近動機づけと関連しているかを考察
した。 
 
(2)表情筋の操作がかわいさ評定に与える影響の検討 
 これまでの研究から，かわいいものを見ると笑顔になるという結果が得られている。その逆向
きの効果があるかについて検討した。笑顔に近い表情を作ると，笑顔を抑制したときと比べて，
同じ刺激をよりかわいいと評価するという仮説を立てた。単語で表現される概念について，どの
くらいかわいいと思うかを 7段階で評定する課題を大学生に行わせた。 
 
(3)幼さのプライミングが社会的価値志向性に与える影響の検討 
 「かわいい」について考えると向社会性が促進されるという仮説に基づいて実験を行った。語
を並び替えて文を作る課題（かわいい vs. お金）やイラストを好きな順に並び替える課題（か
わいい vs. 中性）によってプライミング操作を行い，社会的価値志向性（Murphy et al., 2011）
や向社会性の変化について質問紙を用いて検討した。 
 
(4)子育て動機づけ質問紙の開発 
 「かわいい」に対する反応には個人差が大きいことが示されたため，子育てに関する動機づけ
の個人差を測る日本語版尺度を作成した。北米で作成された PCAT-pn 尺度（parental care and 
tenderness-protection and nurturance scale; Hofer et al., 2018）を出発点として独自の
日本語版を開発し，その妥当性を検証した。 
 
(5)かわいさの程度の異なる幼児顔画像の作成と妥当性の検証 
 6 か月齢の幼児顔を 80 枚収集し，それぞれに 179 点の標識点を入力した。200 名の男女の評
定に基づいて，かわいさの高い幼児の平均顔とかわいさの低い幼児の平均顔を作成した。さらに，
それらをプロトタイプとして 50 枚の合成顔の変形を行い，かわいさを増強した顔と減弱した顔
からなるデータセットを作成した。かわいさの程度を操作した幼児顔を用いて，表情筋や脳波
（事象関連電位）の反応を測定した。 
 
 



(6)ベイズ最適化法を用いたかわいい刺激の作成 
 かわいさと物理属性との間には複雑な心理物理関数が存在すると考えられる。多変量の探索
手法であるベイズ最適化（ガウス過程回帰）を用いて，強制二肢選択を繰り返すことでかわい
い図形（二次元の模様）を生成するプログラムを試作した。また，7件法の評定に基づく同様の
アルゴリズムで，子どもの顔形状とかわいさ評定との心理物理関数を求めた。 
 
(7)高齢者の持つ「かわいい」概念の調査 
 高齢者（シニア層）にとっての「かわいい」を検討するために，20名の高齢者を対象にインタ
ビュー調査を行った。子どもや孫，ペットだけでなく，市場で流通しているかわいい商品につい
ての態度や意識を尋ねた。 
 
(8)「かわいい」とそれに類する概念の国際比較 
 日本（1,000 名），アメリカ（718 名），イスラエル（437 名）で，「かわいい」とその類義語（英
語： cute，ヘブライ語：hamud）に対する印象について国際比較を行った。また，日本語の「か
わいい（kawaii）」がどのくらい知られているかについても調査した。 
 
(9)「かわいい」を用いた瞑想トレーニングの予備検討 
 かわいい写真を取り入れた瞑想（メンタルトレーニング）法を開発し，その効果を従来の方法
であるボディスキャン（マインドフルネス瞑想）や慈悲の瞑想と比較する実証研究を始めた。 
 
(10)先行研究の調査と整理 
 以上の研究を進めるために，国内外の「かわいい」に関する科学論文を包括的に調査した。 
 
４．研究成果 
(1)幼児顔には接近しやすい傾向が認められた 
 幼児顔に近づく動作は，離れる動作よりも，すばやく行うことができた。このことは，幼児顔
が接近動機づけと結びついていることを示している。他方，成人顔は接近とも回避とも連合して
いなかった。また，幼児顔は丸みを帯びた形状と連合しており，接近動機づけの一部は物理的形
状によると考えられた。しかし，正立顔の方が倒立顔よりも効果が大きかったことから，顔の全
体処理も影響していると考えられる。 
 
(2)表情筋の操作はかわいさ評定に影響しなかった 
 口角が上がる状態と，口をすぼめる状態で，単語で表現される概念に対するかわいさ評定は変
わらなかった。かわいさと笑顔との関係は，意味的なレベルでは生じない可能性があり，今後は，
画像を使って検討する必要がある。 
 
(3)「かわいい」のプライミングは向社会性を変化させなかった 
 幼さによって「かわいい」概念をプライミングしても，社会的価値志向性と向社会性には差が
認められなかった。パーソナリティ要因の影響が大きいことが示唆された。 
 
(4)保護と養育の 2因子を測定する子育て動機づけ質問紙が作成できた 
 オリジナルの PCAT-pn 尺度を日本語に訳したときには，子どもの養護に関わる態度に 2 因子
構造が確認できなかった。そこで，項目を再検討し調査を繰り返すことで 2因子を抽出した。そ
れぞれの因子を各 4項目で測定できる質問紙を作成した。 
 
(5)幼児顔の画像セットを作成し，実験を行った 
 かわいさを増強した顔と減弱した顔は，海外で白人顔を元に作成された画像と類似していた。
検証実験により，かわいさの違いが有意に弁別できることが示された。この刺激セットを用いて
2つの実験を行った。かわいさを判断しているときは，美しさを判断しているときに比べて，笑
顔に関わる表情筋の活動が高まることが示された。また，かわいさが低くなるように変形させた
顔は，高くなるように変形させた顔に比べて，大きな脳電位反応を引き起こした。後者の結果か
ら，人々は，実際よりもかわいさの高い顔を幼児顔のプロトタイプとして持っている可能性が示
された。 
 
(6)かわいいと評価される刺激を個人ごとに作成することが可能になった 
 アルゴリズムを改善することで処理速度を高め，サーバーを通じたインターネット調査も可
能になった。この方法は，かわいさにかぎらず，さまざまな心理次元にも適用できる。 
 
(7)高齢者が感じる「かわいい」は見た目よりも関係性に基づいていた 
 65 歳以上のシニア層では，キャラクター文化に対する関心は非常に低かったが，「かわいい」
という感情そのものは肯定的に捉えていた。また，見た目よりも対象との関係性に基づいて，か
わいいと感じていることが示された。 
 



(8)イスラエルにおける日本語の「かわいい」の認知率は 85.3%（437 名中 373 名）であった。こ
の結果は，SNS 上で研究者の知人を集めた結果であるため，実際よりも高く見積もられている。
アメリカでは 41.5%（718 名中 298 名）であった。「kawaii」という日本語はそれほどよく知られ
ているわけではないが，その類義語は海外でもポジティブな意味を持ち，好意的に捉えられてい
ることが示された。 
 
(9)かわいい写真を用いることで瞑想トレーニングへの参加動機づけが高まった 
 検討途中ではあるが，かわいい写真を導入することで，瞑想トレーニングに対する敷居が下が
り，継続を促すメリットがあることが示唆された。現在も検討を続けている。 
 
(10)得られた知見を一般に公開した 
 科学的な「かわいい」研究についての初めての一般書を公刊した（入戸野, 2019）。また，専
門家向けに過去 10 年間に日本で行われた研究をまとめた総説論文を執筆した（入戸野, 2020）。
これに加えて，「かわいい」研究に関する国内外のメディアからの問い合わせや原稿執筆に協力
した。 
 
注：本研究の分担研究者であった川本大史氏（中部大学講師）が 2019 年 2 月 20 日に急逝しまし
た。ここに哀悼の意を表します。 
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